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サプライチェーンの課題と
RFIDの適用 

早稲田大学 2018-01-25 14:10-15:40 
自動認識コンサルタント 
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2018-01-25 

発表者プロフィール 
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2018-01-25 

 発表者プロフィール デンソー 

■自動車用制御装置の開発・設計 
  （アンチスキッド、電子燃料噴射装置、オートエアコン、オートドライブ・・・） 

■家庭用機器の制御装置の開発・設計 
  （家庭用エアコン、石油暖房機、ガス湯沸かし器・・・） 

■ 工業用制御装置の開発・設計 
  （紙の裁断機、木材加工機・・・） 

■日本で最初のPOSシステムの開発に参加（ 1980～1982 ） 

  (流通システム開発センター、セブンイレブン、NEC、TEC、デンソー) 

■バーコードリーダの開発・設計（1984～） 

  （ハンディスキャナ、ハンディターミナル、オーバーヘッド型レーザスキャナ） 

■バーコードリーダ用CCD・CMOSセンサの開発（1984～） 

■QRコードの国際標準化・国家規格化活動（1994～） 

1971～2001 (株)デンソー勤務 （1996日本電装（株）から社名変更） 
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 発表者プロフィール デンソー関連会社 

■QRコード/マイクロQRコードの標準化活動（2001～） 

■RFIDの普及・国際標準化活動（2003～） 

■ダイレクトマーキングの普及・国際標準化活動（2003～） 

■自動車業界（JAMA/JAPIA、JAIF）の業界標準化活動（2006～） 
    JAIF：Joint Automotive Industry Forum 

■リライタブルハイブリッドメディアの普及・国際標準化活動（2007～） 

■プラスチック製通い箱へのQRコードの 
  ダイレクトマーキングの普及・国際標準化活動（2009～） 

2001～2011 （株）デンソーウェーブ勤務 

2011～2015 （株）デンソーエスアイ勤務 

■自動車業界（JAIF）の業界標準化活動 
■リライタブルハイブリッドメディアの事業展開（2011～） 

■RFIDを使用した物流システムの事業展開（2011～） 
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 発表者プロフィール  参加標準化委員会 

ISO/IEC JTC1 SC31 
  (1996-2017) 

ISO/IEC JTC1 SC17 
ISO/IEC JTC1 SC37 
ISO TC20 WG13 
ISO TC104 SC4 WG2 
ISO TC122 WG4,7,10,12 
     WG13  (2001-2017) 

ISO TC122/TC104 JWG  
ISO TC204 WG4, 7.3 
ISO TC247 
JAIF 

 JEITA Barcode Committee Chairman 
   (1991-1995) 

 ISO/IEC JTC1 (IPSJ/ITSCJ) (1996-2011)  

 ISO/IEC JTC1 SC31 Chairman 
  (1996-2011) 

 JEITA AIDC Committee Chairman 
   (1997-2011) 

 JEITA RFID Expert Group Chairman 
 JEITA RFID Committee 
 JAISA Technical committee (1995-2016)  

 JAISA R&D Centre Director (2003-2014) 

JAIF: Joint Automotive Industry Forum 

JEITA: Japan Electronics and Information Technology Industries Association 

IPSJ: Information Processing Society of Japan 
ITSCJ: Information Technology Standards Commission of Japan 
JAISA: Japan Automatic Identification Systems Association 

Japan Member bodies 

International member bodies 
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 発表者プロフィール  国際標準開発 

・商品コードの国際標準化（2003～  ISO/IEC 15459-4 ,15459-6 ） 

・2次元シンボルのダイレクトマーキング（ 2003～  ISO/IEC 24720 ） 

・RFIDミドルウェアの標準化（ 2006～  ISO/IEC 24791-2） 

・書き換え可能な目視媒体の標準化（ 2007～  ISO/IEC 29133） 

・RFIDの医療機器に及ぼす影響評価方法 （ 2008～ ISO/IEC 20017） 

・通い箱ダイレクトマーキングの標準化（ 2009～  ISO 17350） 

・データキャリア活用ガイドライン（ 2009～  ISO 17370） 

・物流用データキャリアのインターフェース 
   （ 2010～  ISO/IEC 29162） 

・金属製物流機材用RFID（ 2015～  ISO 22251） 

JIS原案作成委員会委員長として29規格、主査として8
規格、委員として8規格のJISを制定（合計45規格） 
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サプライチェーンの 
基本概念 
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 サプライチェーンの考え方 ユニークコード 
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 サプライチェーンの考え方 EDIとの連動 
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 データキャリアの特質 サプライチェーン利用 

Automatic Identification and 
Data Capture techniques 

人 （ISO/IEC JTC1 SC17, SC37）  
動（植）物 （ISO TC23） 
物 （ISO/IEC JTC1 SC31） 
情報  

標準化 

「自動認識およびデータ取得」技術 

データベースの
存在が前提 



AI Consultant 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 

 11 

2018-01-25 

 サプライチェーンの階層 概念 
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 サプライチェーンの階層 詳細 

階層 5 

階層 4  

階層 3 

階層 2  

階層 1 

階層 0 

包装 包装 包装 包装 包装 包装 包装 包装 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

輸送 
単位 

リターナブル 
輸送機材 RTI 

リターナブル 
輸送機材 RTI 

コンテナ 

輸送手段  （自動車、飛行機、船、列車） 

RPI 

RPI 

部品、材料 

RPI 

RPI 

RPI 

ISO 17367 
ISO 28219 

ISO 17364 

ISO 17363 

ISO 17366 
ISO 22742 

ISO 17365 
ISO 15394 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

製
品 

RTI階層は 
必要か？ 
EDI上の扱い 
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 標準のあり方 利用者目線の標準 

・利用者（アプリ）側で標準化を行い、標準化
された技術を各社が採用することにより、導
入コストの低減が可能 （ex. JAMA,JEITA） 

 １次元/2次元シンボルは標準化によりシンボル（媒体）、プリンタ、
リーダなどの機器および関連ソフトウェアが複数企業から提供され
技術・価格の競争が促進された。 

・日本と海外（特にASEAN）とを共通運用するた
めには国際標準に適合させる必要がある。 

RFIDメーカー主導ではなく 
利用者の利便性が重要 
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 製造業の現状とサプライチェーン 

なぜ、サプライチェーンなのか？ 
国内の産業空洞化阻止のために 
 ・製造原価の低減 ⇒ダントツ工場 
   かざし読みからの脱皮 ⇒RFIDの活用 
 ・輸送価格の低減 ⇒購入品、完成品輸送価格 
   輸送手段・方法（航空機、船、トラック・・） 
   輸送期間の適正化 ⇒途中在庫の低減 
   JIT(Just In Time)の実現 ⇒トータル在庫の低減 
   輸送品質の保証 ⇒センサ付きRFID 

 ⇒可視化によるトータルコストの低減  

トヨタ国内生産 
300万台体制維持 

課題の克服が必須 
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2018-01-25 

サプライチェーンの課題 

ユニークなコード 
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 RFIDのユニークなコード TID 

☆ RFIDのユニークなコード  

RFIDは割当クラス：E0 

・TID（タグID）：RFタグのチップ企業やインレイ企業に割り当てられた企
業コードを基にシリアル番号などが付加されたRFタグの識別コードで主
にチップやインレイの品質管理に用いる。TIDもUIDの一種と考えられる。 
複数個一括読み取り、UIDの代用として用いられる場合がある。 
・UID（ユニークID）：主にRFタグが添付された物の識別コードで、RFタグ
を識別するものではないコード。 

SUICA等と同様にTIDで追跡
可能（プライバシー問題） RFIDの利用には 

UIDが必要 
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 共通商品コード 

☆ 共通商品コード（シリアル番号無し：JAN -13）   

☆ 共通商品コード（シリアル番号付：GS1-128）  

シリアル番号無し 
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 RFID用 96ビットEPC 

☆ RFID用 96ビットEPC 

SGTIN , SSCC, SGLN, GRAI, GIAI  … 

・TIDとEPCの変換表を持てばEPCの代わりにTIDを
使用することができるが、現実的ではない 
・EPCはJANコードのようにインストアマーキング用
途のヘッダーが無い（国番号45、49の代わりに20を
使用する：アパレル用途） 

アパレルは勝手コードか？ 
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 製品・部品コード 

☆ 流通以外のコード（最大50桁） 

・データ識別子：データ識別子はデータの属性を表すもので、例えば商品
コードは「25S」（ISO/IEC 15459-4）で表す。流通商品と区別するため必ず
英文字が使用されている。 
・発番機関コード：企業コードを付与可能な団体を表す。例えば発番機関
コード「UN」は信用調査機関であるDun & Bradstreet （米国）を表している。
その他には主にEDIの団体が発番機関コードを取得しているが、日本では
日本情報経済社会推進協会のJIPDEC/CII（IAC：LA）が該当する。 
・企業コード：発番機関が付与した傘下の企業識別コード。 
・シリアル番号：シリアル番号の構造は発番機関傘下の企業が決定できる
が通常は、商品番号とその製造（シリアル）番号から構成される。 
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 受発注（EDI）で使用されるコード  

コード自体は 
ユニークではない 
（企業識別コード） 

RFIDでは 
使用不可 
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 取引先（仕入先）企業コード 

取引先企業コードは発注側が決定し、 
発注企業の枠内でユニーク性を担保。 
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 番号の付け替え理由 

・番号の付け替えは自社の管理下、範囲内での 
 ユニーク性を担保する最も簡単な方法 
・番号の付け替え費用の試算が非常に 
 困難なためメリット、デメリットの判断が不可能 
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 番号付け替えの問題点 

A企業 

B企業 C企業 

B3 B2 

B4 

B1 C1 

C2 C3 

C4 

A1 A2 

A3 

A4 

A5 

x企業 y企業 z企業 

XX YY ZZ 

受注側では同じ部品で発注先番号が複数ある
ため、ロット・バッチ管理やシリアル管理が煩雑 
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 現在の番号体系の限界 

番号の付け替えが今後も継続できるか？ 
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 EDI情報とデータキャリアへの添付情報 
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サプライチェーンの課題 

物流情報システム 
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 Sea-NACCSの概要 
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 港湾・輸出入業務のイメージ 

通関関連業務の 
シングルウィンドウ化 
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 グローバルサプライチェーンの概念 
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 データキャリアによる可視化 
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 静脈物流管理システム 受発注情報との連動 
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 サプライチェーンの階層 詳細 
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 サプライチェーンの階層  変更案？ 
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 輸送機材（RTI）の階層構造 
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 輸送機材（RTI）の階層構造例 
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 「箱かんばん」の可能性 

静脈物流の管理手法が確立していない。 
・かんばん・送荷案内・・で動脈情報が荷物に添付されて
いるが、それらにRTI情報が含まれていない。 
・製品品番とRTIが1対1に対応している場合、送ったRTI
の種類と総量は解るので、取引情報からRTIの総量管理
は可能（安いRTIの場合、管理コスト低減が必要） 
・RTIにRFタグをつけると、RTI識別と同時に輸送単位識
別が可能（箱かんばん）。 

⇒RTIにRFIDを使用するためには、動脈情報の利
用が効果的であるが、その標準化が重要。 
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デンソーアセアン実証実験 
（静脈物流管理システム） 

J-FRONTの実際 
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 日・アセアン実証実験 取組みの経緯 

アセアンにおける国際（域内）物流コストの低減 

①標準的な国際通い箱（リターナブル箱）の導入 
②ASEAN各国の優遇税制（再輸入容器免税）の活用ｼｽﾃﾑ構築 

【 目的】 

【 対応策 】 

【 業務ニーズ 】 
①国際物流において、国内直納品同様に「段ボール箱」から 
「通い箱」に 変更して、物流ｺｽﾄを低減したい 
②「通い箱」を、各国通関において非課税対象としたい 

2004年度 J-FRONT実証事業  

JFRONT 

2004年度に業務側のニーズから物流課題を取り上げた 

物流部門の 

ニーズ 



AI Consultant 

All Rights Reserved, Copyright (C) Akira Shibata 

 39 

2018-01-25 

 日・アセアン実証実験 物流ルート 

Routing of loaded containers 

Malaysia 

Thailand 

Singapore 

Borneo Motors 
(Customer) 

K Line  
Export Center 

DENSO  
Malaysia 

TLS Kajang 

(Ware house) 
Kein Hing  
Industries 
(Supplier) 

Japan 

DENSO Export/Import  
Distribution Center 

DENSO  
Thailand 

NYK  
(Distribution center) 

Routing of empty containers 

2004年度 J-FRONT
実証事業  
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 日・アセアン実証実験 通い箱例 

アセアンの標準国際通い箱として急速に使用拡大 

RFID 
QRコード 

併用 
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 日・アセアン実証実験 まとめ 
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  J-FRONT の実際 システム構成 

2005年 

2006年 

2005年 

アセアン 
実証実験のその後 

箱管理は 
独立システム 
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  J-FRONT の実際 当時の課題 

アセアン各国バラバラな通関制度への対応 

QRコード 
対応 

電波法 

整備 
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 デンソー J-FRONT の実際 関連企業と箱種 

箱種 
増加 

国数 
増加 

QRコード 

運用 
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 デンソー J-FRONT の実際 箱種と使用個数 

2008年時点で 
箱種：5種類 

使用総数：138,134個 

73％ 
日本調達 
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 デンソー J-FRONT の実際 RTI比率 

2010年のリターナブル 

容器比率 80％ 

2018年（今後）は欧州、北米など地域展開 
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サプライチェーンの課題 

RFIDのミドルウェア 
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 最も簡単なRFIDシステム 
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 理想的なRFIDシステム 
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 ISO/IEC 18000-63 Type Cのメモリ構造 

22Fh 

21Fh 
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 PCビットの構造 
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 DSFIDのビット構造 
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 Precursorのビット構造 
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 データコンパクション 

UIIバンクとの整合性 
（AFI） 
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 RFIDの階層構造 
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2018-01-25 

 UHF帯リーダライタの国際標準対応状況 
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2018-01-25 

 UHF帯リーダライタの国際標準対応状況 
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 RFID普及の課題 
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最近の活動 
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・2014年 RFIDを、普及させるための第一歩として、日本
自動認識システム協会で「金属製循環型物流機材用
RFIDに関する「フィージビリティスタディ」（FS）を経済産
業省から受託した。このプロジェクトで、「金属製循環型
物流機材」およびそのRFIDについてのアンケートを行っ
た。アンケートは、4団体の傘下企業に行った。 
 ・（一社）日本パレット協会（JPA） 
 ・ （一社）日本自動車工業会（JAMA） 
 ・ （一社）日本自動車車体工業会（JABIA） 
 ・ （一社）日本自動車部品工業会（JAPIA） 

・2015年～2017で金属製循環型物流機材の自動車、建
機企業での実証実験でRFID普及促進と同時に国際標
準化を行っている。 

 活動経過 
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 自動車業界で使用されているRTI 
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 フィージビリティスタディ アンケート結果 

各社、トライヤルは行っ
たがうまく行かなかった 
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 フィージビリティスタディ アンケート結果 

利用者目線の標準化の 
あり方 
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金属製循環型物流機材用RFIDシステムを構築す
るためには、 
 ・ユニークな番号体系（企業コード）の導入 
 ・物流情報システム構築 
   動脈と静脈の形態、RTI管理システム 
 ・RFIDミドルウェアの仕様確定と製作 

が必要になる。 
⇒将来は、RTI管理システムの標準化を進め、RTI
もコンテナと同様に、輸出入における税金処理を
廃止することにより、物流コスト低減と、環境対策
を両立させる。（特にASEAN） 

 活動の目標 
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RTIおよび輸送単位トレーサビリティ用システムを構築す
るためには、 
・日本からの輸出品にRFタグを装着し、製造業者、運送
業者、通関業者でRFタグを読取り、トラッキングを行う。 
・輸入国で通関業者、運送業者、発注者がRFタグを読
取り、トラッキングを行う。 
が必要になる。そのためには、 
⇒日本の電波法認証リーダライタが対象国で使用可能
であること。 
⇒中間在庫の低減によるコストダウン効果と読取り費用
の分担が合意されること。 

 活動の目標 
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 活動の目標 
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ご清聴、ありがとうございました。 
関連資料は 

https://shibata7825.jimdo.com 

自動認識コンサルタント 
柴  田      彰 


